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「アルファルファ単播草地の雑草実生に対するシロクローバによ

るリビングマルチの出芽・生育抑制効果」（研究参考）

北海道農業研究センター畜産草地部草地生産研究室 高橋俊・八木隆徳

シロクローバは刈取後、速やかに草冠を形成し、群落内を遮光する。これをリビング

マルチとして利用すれば、アルファルファ単播草地に発生する雑草実生の出芽、生育

を抑制する。

１ 試験目的

アルファルファは嗜好性が高いことや乾物摂取量が高まることから高泌乳牛用粗

飼料としての評価が高い。このような飼料特性を有効に利用するためには単播草地

の利用が適しているが、単播草地では経年化によるアルファルファ個体密度の低下

にともなって裸地が生じ、雑草が侵入してくる。このような裸地に対して被覆力の

高いシロクローバをリビングマルチとして活用できれば、減農薬による雑草防除を

図ることができる。本課題ではアルファルファ単播草地の早刈条件においてシロク

ローバをリビングマルチとして活用する場合の雑草の出芽・生育に対する抑制効果

を明らかにする。

２ 試験方法

(1)アルファルファ単播草地（年４回刈）に侵入する雑草実生の密度と草高を定点

調査。

(2)生育型の異なるシロクローバ３品種（カリフォルニアラジノ(大葉型)、ソーニ

ャ(中葉型)、タホラ(小葉型)）の刈取後の草冠形成過程を調査。

(3)前述３品種のシロクローバ群落を刈取後に雑草を播種し、その後の雑草の出芽

・生育に及ぼすリビングマルチの抑制効果を調査。

(4)アルファルファ単播草地（年４回刈）に４水準の大きさの裸地を設定し、２番

草刈取後にシロクローバを追播して裸地の大きさと定着の良否の関係を調査。

３ 試験成績

(1)リビングマルチの標的となる主な雑草の実生は越年生でスズメノカタビラ、ナ
ズナ、多年生でエゾノギシギシ、セイヨウタンポポであった。これらの草高から

リビングマルチの群落高として 10cm以上が必要である（表１）。
(2)シロクローバは刈取後、速やかに草冠を形成し、葉面積指数は刈取後 10 日で１
に達し、その後 2 ～ 2.5 まで増加した（図１）。草冠形成にともなって遮光が進行
し、10 日後で群落内の地際相対照度は 30 ％に低下し、その後 10 ％以下となった
（図２）。

(3)シロクローバのリビングマルチにより雑草の出芽、生育ともに抑制された。抑
制の程度は雑草の種類や季節によって異なったが、シロクローバの大葉型、中葉

型、小葉型の品種間では同程度の抑制効果がみられた。エゾノギシギシ、ナズナ

に対しては抑制効果が大きかった（表２）。

(4)アルファルファ単播草地(年４回刈)の裸地にリビングマルチのシロクローバを導入
する場合、２番草収穫後に追播を行えば、直径約 50cm 以上の裸地には定着が可能で
ある（表３）
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４ 試験結果及び考察

アルファルファ単播草地における雑草実生の耕種的防除技術の開発に活用する。

　　図１．シロクローバ３品種の刈取後の草冠形成
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　図２．シロクローバの刈取後の草冠形成にともなう

　　　　　　　　群落内地際相対照度の推移
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　表１．アルファルファ単播草地（年４回刈）に侵入した主な雑草実生の個体密度と草高
　　　　　個　　体　　密　　度　　（/㎡) 　              草　　　　　　　高　　（cm)

生育型 　草　　種 １番草 ２番草 ３番草 ４番草 １番草 ２番草 ３番草 ４番草

（５／２１） （７／５） （８／１６） （９／３０） （５／２１） （７／５） （８／１６） （９／３０）

１年草  ｲﾇﾋﾞｴ  42*  17  43  15  3 11  9(13)  9

 ｼﾛｻﾞ 63  11  25  11  3  5 14  7

越年（１年）草  ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ  0 325 384 205  -  3  4  5

 ﾅｽﾞﾅ 36  23   0  32  1  4(13)  -  2

多年草  ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ　  0   3   5   3  -  5  7 10

 ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ　  2 298  74  54  2  2  5  5
注１）個体密度の＊は幼植物のため識別が困難であり、ｴﾉｺﾛｸﾞｻとの合計数を表示．

注２）草高の表示は葉部の草高．　ただし（　）内は穂部または花部の草高を表す．

　表３．アルファルファ草地内の裸地サイズと追播したシロクローバの定着の関係
処　　理 追播後40日　(9/4） 　　   　越冬前（10/30）  翌年１番草時（6/15）
-裸地直径- 葉数 ﾗﾝﾅｰを持つ 被度 葉面積指数
(cm) （ /個体) 個体の密度(/㎡) （％）

D 10 2.0  0  3 0.07

D 30 2.5 18 10 0.75

D 50 6.1 60 49 2.90

D 70 7.7 68 63 4.43
　　注）アルファルファ単播草地（年４回刈）に４水準の大きさの裸地を設定し、２番草刈取後にシロクローバ

　　　　（品種名ソーニャ、0.5kg/10a）を追播．

　表２．シロクローバによるリビングマルチがエゾノギシギシ、ナズナの出芽数および生育に及ぼす影響　
ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾏﾙﾁの 　　越冬前（10月25日：刈取・雑草播種後50日）における 　翌年１番草刈取想定時（6月9日）
ｼﾛｸﾛｰﾊﾞ 　　 出芽個体数（/ﾌﾟﾛｯﾄ） 　個体の生育ステージ（葉数） 　　における現存量（DW g/ﾌﾟﾛｯﾄ）
品　　種 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ナズナ　 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ナズナ　 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ナズナ 　

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱﾗｼﾞﾉ ( 11) a ( 37) a ( 32) a ( 27) a 0.01 a 0.02 a
ソーニャ ( 11) a ( 47) a ( 34) a ( 27) a 0.01 a 0.05 a
タホラ ( 12) a ( 29) a ( 48) a ( 21) a tr.   - 0.03 a
対照区 42.7 b 116.7 b 4.4 b 14.3 b 2.77 b 56.20 b

　注１）プロットサイズは25cm×25cm．　シロクローバの刈取を９月５日に行った後に雑草種子（ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ300粒、ﾅｽﾞﾅ600粒）を播種．

　注２）対照区は雑草種子を裸地（植生無し）に播種．

　注３）対照区は実数で表示．　ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾏﾙﾁ処理区の（　）は対照区の値を100とする指数で表示．

　注４）処理間の異なる文字に5%水準（ｌ.ｓ.ｄ.）で有意差あり．
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